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は しが き

本報告書 は、平成15年 年 ～平成17年 度 の3年 間実施 した科学研 究費補助金(基

盤研究(C))「CaMキ ナーゼ ホス フ ァターゼの生理機 能解 明 を 目指 した酵素 学的研

究」(課 題番号15570094)の 研究成果 をまとめた ものであ る。

CaMキ ナ ーゼホス フ ァターゼ(CaMKP)は セ リンス レオ ニ ンホス フ ァターゼで あ

り、多機能性 リン酸化酵素で あるCaMKI,II,rvを 脱 リン酸化 して、 その活性 を調節

している。CaMKPはPP2Cと 同 じPPMフ ァミリーに属 しているが、PP2Calphaの

触媒部位 の相同性 は28%と 低 い。 また、ラ ッ トのCaMKPはN末 端側 にポ リグルタ

ミン酸 クラス ター を含 む約150ア ミノ酸 残基 を有 してい る。CaMKPは 既 存 の プロ

テイ ンホス フ ァターゼ とは相 同性 が低 いため に構造 と機 能の関係 は殆 ど分 か ってい な

か った。本研 究は これについて幾つ かの新 たな知見 を付 け加 えるこ とがで きた。
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